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本書について

本書は農業委員会サポートシステムの操作説明資料を編集し、「農地の権利情報」と「利用状況調査結果」の更新方法
を中心に説明した簡易マニュアルです。一連の操作方法を短時間で確認できるよう、可能な限り、画面イメージ中心の説
明とし、文字数を少なくしております。

「農地の権利情報」の更新方法は大別して４つあり、「利用状況調査結果」の更新も３つ方法を紹介しております。採
用する更新方法の箇所のみの確認でも問題ございません。サポートシステムの最新化を進めるにあたり、本書をご活用い
ただければ幸いです。

令和７年１２月
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０．台帳管理画面の構成・機能
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０－１ 農地台帳の情報

農地台帳の情報は土地のデータ、人のデータ、経営体のデータ、地図のデータから成る

土地のデータ

人のデータ

経営体のデータ

地図のデータ

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－２ 台帳情報の検索

「名簿から探す」または「所在から探す」で情報を検索できる。それぞれの方法を次ページから説明する。

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－２ 台帳情報の検索

以下は「名簿から探す」の例。「北海 太郎」の農地台帳を閲覧するため、個人／法人名を「北海」で検索した。

①検索条件を入力後「検索」を押下

②検索対象をダブルクリックすると該当の農地台帳に遷移する

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－２ 台帳情報の検索

「北海 太郎」の農地台帳に遷移する。

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－２ 台帳情報の検索

以下は「所在から探す」の例。大字が白石中央、小字が２丁目の条件で検索した。

①検索条件を入力後「検索」を押下

②検索対象をダブルクリックすると該当の農地台帳に遷移する

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－２ 台帳情報の検索

該当の土地の農地台帳に画面が遷移する。

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－３ 土地データの構成

クリックした土地の詳細が下に表示される

土地の詳細情報

土地の一覧情報

経営体が所有または借りている土地の一覧が表示される

１．台帳管理画面の構成・機能

土地データは画面上下で一覧情報と詳細情報に分かれている。
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０－３ 土地データの構成

一覧の表示項目を切替可能

<主な表示項目>

基本情報①：地名地番、所有者・耕作者、地目、面積等

基本情報②：地名地番、農振・都計区分、所有者の意向等

地番／地目／面積：地番（本番区分～玄孫番を編集可能）等

貸借情報：貸借適用法、形態（権利の種類）、始期・終期等

利用状況調査情報：利用状況調査日、遊休農地区分、利用意向調査結果等

１．台帳管理画面の構成・機能

土地の一覧情報は表示項目の切替が可能である
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０－３ 土地データの構成

「タブ切替」を押すとタブの続きが表示される

「所有」「貸借」を押すと「所有者」
「借受人」相互の台帳に移動が可能

１．台帳管理画面の構成・機能

土地の詳細情報は表示されているタブの切替が可能である
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０－４ 農地台帳の出力

「帳票出力」を押すと現在開いている経営体の農地台帳を出力できる

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－５ 世帯員データの構成

現在開いている経営体の世帯員が表示される

クリックした世帯員の詳細が下に表示される

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－６ 農家／法人経営データの構成

経営体データが表示される

１．台帳管理画面の構成・機能
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０－７ 土地データの追加・削除・更新

追加…土地の追加が可能

削除…土地の削除が可能

①削除したい筆を選択

②削除を押下

③更新を押下

更新…本画面で直接情報を書
き換えた場合に押下。これを
押さないと保存されない

※世帯員データの追加・削
除・更新も同様だが、経営体
の追加方法は異なるため、次
ページに示す

１．台帳管理画面の構成・機能



18

０－８ 農家・法人の新規登録

農家・法人等の新規登録は「農家／法人新規登録」タブから行う

※農家/法人番号と世帯員番号は入力がなくても自動で生成されるが、
世帯番号、世帯員番号は住基台帳と同じもので登録するのが望ましい。

※登録が完了すると、経営体データに加え、世帯員データ（経営主）も
自動で一つ登録される。

必須項目

登録内容を入力後「更新」

１．台帳管理画面の構成・機能
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１．農地の権利情報の更新
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１－１ 権利情報の管理欄

農地の権利情報の管理欄は以下の青枠部分。ここを最新化しておきたい

中間管理機構への貸借情報

借受人への貸借情報

所有者情報

１．農地の権利情報の更新
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１－１ 権利情報の管理欄

所有者名 借受人名

農地が転貸されている場合に
転貸者（経由人）の名が入る欄
※通常は農地中間管理機構

適用法権利期間 適用形態

経由人への貸借適用法

経由人への貸借適用形態

経由人への貸借期間

10a当たり賃借料

経由人への10a当たり賃借料

１．農地の権利情報の更新
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１－２ 権利情報の更新方法

権利情報の更新方法は下記の４パターンである。１の方法は履歴が作成されないため、採用する場合は留意が必要。それぞれの方
法を次ページから説明する。

更新方法 履歴の作成 借賃等調査データの自動作成

１．台帳管理画面で直接更新
P23

作成されない 作成されない

２．「台帳・地図補正」で更新
P24～32

台帳補正として履歴が作成 作成されない

３．「申請受付」～「議案処理」で更新
P33～49

許可案件⇒議案補正
報告案件⇒報告補正
として履歴が作成

作成される

４．「土地データ一括更新」で更新
  P50～61

一括更新として履歴が作成 作成されない

１．農地の権利情報の更新
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１－３【方法１】台帳管理画面で直接更新

台帳管理画面から直接入力し「更新」押すと農地台帳に変更内容が保存される。この方法は履歴が残らない点に注意。

①権利情報の欄に直接入力

②「更新」を押下して完了

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

「台帳・地図補正」で更新する方法は以下の手順で行う。補正する権利と対象筆を設定後、内容を入力して「更新」を押下する。

②「所有権」「貸借権」など補正したい権利を選択

①「権利補正」を選択

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

③補正する農地を「検索」から設定

④補正内容を入力後「更新」を押下して完了
入力すべき項目はケースごとに異な
るため、次ページ以降に示す

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

所有権移転の場合

入力必須

入力推奨

※売買価格は「売買賃借料」に入力

入力すべき補正内容は以下のとおり。次ページ以降にもケース別に記載しているため参考にして頂きたい。

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

貸借の場合

※10a当たり賃借料は「売買賃借料（10a）」に入力

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

農地中間管理機構を介する貸借の場合

以下のいずれかを選択

貸借 「機構→借受人」の情報を更新する場合

転貸 「所有者→機構」の情報を更新する場合

一括 「所有者→機構→借受人」の情報を一括で更新する場合

「経由転貸人」には農地中間管理機構が入る。
「名簿」から設定

経由転貸情報：所有者→機構 貸借情報：機構→借受人

※農用地利用集積等促進計画による権利設定の適用法は「機構法」
（農地中間管理事業法）を選択する。

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

４条転用の場合

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

５条転用の場合

※「取得形態」は貸借の場合は「貸付形
態」と表示される

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

解約

入力必須

１．農地の権利情報の更新
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１－４【方法２】台帳・地図補正で更新

農地中間管理機構を介する貸借の解約

入力必須

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

「申請受付・議案処理」で更新する手順を以下に示す。まずは「申請受付」を行うが、この受付記録をもとに議案作成が可能となる。
「議案処理」で議案作成、議決結果の登録、台帳反映を行い、更新完了となる。

①起案を選択

②種別を選択

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

③「誰に」権利を移動・設定するのか
【受け人】を「名簿」から設定

④外国人への所有権移転の場合は国籍を入力す
る。「台帳修正」を押すと、国籍を入力できる
世帯員データの画面が表示される

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

⑤農地中間管理機構を介する場合は【受け人】だけでなく「経由・転貸人」の入力が必要。「名簿」から農地中間管理機構を設定する。

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

⑥どの農地の権利を移動・設定するのか【対象地／渡し人】を「検索」から設定する。

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

⑦対価を伴う場合は、対象地それぞれに「10a当たり賃借料」などを入力する。

所有者⇔借受人または
中間機構⇔借受人
の賃借料

所有者⇔中間機構
の賃借料

売買の場合

「賃借料総額自動計算」を押すと対
象地の合計金額が「売買賃借料」に
転記される（次ページの「申請内
容」にある欄）

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

⑧「申請内容」をクリックして必
要事項を入力。

入力すべき項目は次ページ以降を
参照頂きたい。

「更新」を押すと申請受付が完了

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

※売買価格は「売買賃借料」に入
力。「賃借料総額自動計算」ボタ
ンを押している場合は、本欄に対
象地の合計金額が自動転記される

所有権移転

貸借

※賃借料は「売買賃借料」に入力

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新

入力すべき項目は以下のとおり。ケース別に記載しているため参考にして頂きたい。
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

※「経由転貸～」は所有者→農地
中間管理機構への貸借を意味する

農地中間管理機構を介する貸借

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

農地法３条の３（相続等による権利移動）

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

４条転用

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

５条転用

入力必須

入力推奨

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

解約

入力必須

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

申請受付が完了したら「議案処理」で議案を作成し、議決結果の登録、台帳反映まで行う。

①「議案作成」を押下

②条件を指定して受付した申請を検索

③議案を作成する申請をチェック

④「実行」を押下

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

⑤「総会年」「回」「開催日」を入力

⑥議案が表示されるので、クリックすると、内訳が表示される

⑦「更新」を押して議案作成が完了

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

議案作成後、総会に提出する議案書を出力する場合は以下の操作を行う。

⑧「議案修正」を押下

⑨「総会年」「回」を指定

⑩「帳票出力」を押下すると議案書を出力できる

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

総会が終了したら議決結果を登録する。

⑪「総会年」「回」を指定

⑫議案が表示されるのでクリック
すると内訳が表示される

⑬「選択」をチェック

⑭【許可】【不許可】等を選択して日付を入力→「登録」を押下

⑮「更新」を押すと登録完了

１．農地の権利情報の更新
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１－５【方法３】申請受付・議案処理で更新

最後に、議決結果を台帳に反映すれば更新完了。

⑯「総会年」「回」を指定

⑰議案が表示されるのでクリック
すると内訳が表示される

⑱「選択」をチェック

⑲「更新」を押すと反映完了

１．農地の権利情報の更新
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１－６【方法４】CSVによる土地データ一括更新

CSVで一括更新する方法は、土地のCSVを出力後、CSV上で更新内容を入力する。そのCSVを取り込んで更新が完了する。

①「土地一括更新」を選択

②CSVを出力。
出力条件を絞ることも可能

CSVに出力されない項目があ
れば、ここで出力項目を設定
できる

１．農地の権利情報の更新
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１－６【方法４】CSVによる土地データ一括更新

③出力したCSVを開く。行ごとに筆情報が表示される（下の例では、赤枠の行が白石中央１丁目ー１の筆を意味する）

１．農地の権利情報の更新
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１－６【方法４】CSVによる土地データ一括更新

④地番などを参考に、更新したい項目に、該当するコード番号や日付などを入力する。
農地の権利移動が発生した場合、どの項目を更新すべきかは後述の（参考）をご確認頂きたい。

農振法の場合

コード表は「マニュアル・よくある質問」のCSV一括補正 操作手順書に掲載

１．農地の権利情報の更新
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⑤入力が完了したら、名前を付けて保存でCSV（コンマ区切り）（＊CSV）を選択する。
※Officeのバージョンによって「カンマ区切り」となっている場合は「カンマ区切り」を選択。

１－６【方法４】CSVによる土地データ一括更新 １．農地の権利情報の更新
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１－６【方法４】CSVによる土地データ一括更新

⑥保存したCSVを取り込んで更新完了

「CSVファイル取込」を押下
※取込前にバックアップを実施

しておくことを推奨

１．農地の権利情報の更新

CSVファイルを取り込む際
CSV出力時の「出力項目設定」
から変更しないよう留意。
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１－７（参考）CSVの更新項目 農地法３条所有権移転

項目名 変更前 変更後

所有者コード 世帯員番号 世帯員番号を入力

取得適用法コード 0 1,2

取得形態コード 0 1～99

取得相手コード 0 世帯員番号を入力

取得価格（10aあたり） 0 半角入力

許可YMD
yyyy/MM/dd

半角入力 渡人の世帯員番号

１．農地の権利情報の更新
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１－７（参考）CSVの更新項目 農地法３条貸借

項目名 変更前 変更後

貸付借受人コード 世帯員番号 世帯員番号を入力

貸付適用法コード 0 1,2

貸付形態コード 0 1～99

貸付開始YMD（始期年月日）
yyyy/MM/dd

半角入力

貸付終了YMD（終期年月日）
yyyy/MM/dd

半角入力

賃借料 0 半角入力

許可YMD
yyyy/MM/dd

半角入力

10aあたりの賃借料を入力します

１．農地の権利情報の更新
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１－７（参考）CSVの更新項目 農地法４条転用

列 入力内容

転用適用法コード 51～57

転用形態（権利の種類）コード 1～3、9

転用開始YMD（始期年月日） yyyy/MM/dd
半角入力転用終了YMD（終期年月日）

転用用途コード
1~3、11~14、21、

31~34、41~45、51、
61、71~75

許可YMD
yyyy/MM/dd
半角入力

１．農地の権利情報の更新
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１－７（参考）CSVの更新項目 農地法５条転用

列 入力内容

所有権
移転の
場合

所有者コード 世帯員番号を入力

取得適用法コード 58～64

取得形態コード 1～4、9

取得相手コード 世帯員番号を入力

取得価格 半角入力（ある場合）

貸借権
設定の
場合

貸付借受人コード 世帯員番号を入力

貸付適用法コード 58～64

貸付形態（権利の種類）コード 1～10、99

貸付開始YMD（始期年月日） yyyy/MM/dd
半角入力貸付終了YMD（終期年月日）

賃借料 半角入力（ある場合）

共通入
力項目

転用適用法コード 58～64

転用形態（権利の種類）コード 1～3、9

転用開始YMD（始期年月日） yyyy/MM/dd
半角入力転用終了YMD（終期年月日）

転用用途コード
1～3、11～14、21、

31～34、41～45、51、
61、71～75

許可YMD
yyyy/MM/dd
半角入力

１．農地の権利情報の更新
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１－７（参考）CSVの更新項目 農用地利用集積等促進計画

項目名 入力内容

貸付借受人コード 世帯員番号を入力

貸付適用法コード 6（機構法）

貸付形態（権利の種類）コード 1～99

貸付開始YMD（始期年月日） yyyy/MM/dd（半角入力）

貸付終了YMD（終期年月日） yyyy/MM/dd（半角入力）

賃借料 半角入力

知事公告年月日（受け手取得分） yyyy/MM/dd（半角入力）

転貸借受人コード 世帯員番号を入力

転貸適用法コード 6（機構法）

転貸形態（権利の種類）コード 1～99

転貸開始YMD（始期年月日） yyyy/MM/dd（半角入力）

転貸終了YMD（終期年月日） yyyy/MM/dd（半角入力）

転貸賃借料 半角入力

中間管理権取得年月日 yyyy/MM/dd（半角入力）

知事公告年月日（機構取得分） yyyy/MM/dd（半角入力）

10a当たりの額を入力
（中間管理機構→借受人）

中間管理機構の世帯員番号

10a当たりの額を入力
（所有者→中間管理機構）

１．農地の権利情報の更新
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１－７（参考）CSVの更新項目 旧基盤強化法19条による農用地利用集積計画

列 変更前 変更後

貸付借受人コード 0 世帯員番号を入力

貸付適用法コード 0 3

貸付形態（権利の種類）コード 0 1～99

貸付開始YMD（始期年月日）
yyyy/MM/dd

半角入力

貸付終了YMD（終期年月日）
yyyy/MM/dd

半角入力

賃借料（10aあたり） 0 半角入力

利用集積計画番号 0 任意の番号

利用集積公告YMD
yyyy/MM/dd

半角入力

利用目的コード 0 1,2,9

利用目的備考 任意の文字入力

利用権設定区分コード 1,2

許可YMD
yyyy/MM/dd

半角入力

※旧法のため令和７年度以降の新規発生はない。

過去の未入力案件を入力する場合の参考として掲載

１．農地の権利情報の更新
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１－７（参考）CSVの更新項目 農地法第18条第6項による解約

列 変更前 変更後

貸付借受人コード 世帯員番号 0

貸付適用法コード 適用法コード 0

貸付形態（権利の種類）コード 適用法コード 0

貸付開始YMD（始期年月日） 日付

貸付終了YMD（終期年月日） 日付

賃借料 10aあたり金額 0

解約形態コード 0 1～99

１．農地の権利情報の更新
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２．利用状況調査結果の入力
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２－１ 利用状況調査・利用意向調査結果の管理欄

遊休農地の区分、利用状況調査日は【土地データ】の【利用状況調査／意向調査】タブに入力欄がある。

【利用状況調査／意向調査】
タブは、左下の「タブ切替」
をクリックすることで表示さ
れる

入力方法は大別して３通り。

次ページ以降で説明する

２．利用状況調査結果の入力
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２－２【方法１】台帳管理画面で直接更新

更新方法の一つ目は、台帳管理画面からの直接入力。利用状況調査日など欄に直接入力して「更新」を押下する。

過去の調査結果を保存
しておくタブなので、
こちらは選択しない

２．利用状況調査結果の入力
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２－３【方法２】台帳・地図補正で更新

更新方法の二つ目は、台帳・地図補正で複数筆まとめて画面上で更新する方法。手順は以下のとおり。

①対象地を「検索」から設定

②「調査日」「遊休農地の区分」を入力

③「更新」を押下

２．利用状況調査結果の入力
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更新方法の三つ目は、CSVによる一括更新。CSVを出力後、CSV上で更新内容を入力し、そのCSVを取り込めば更新完了である。

２－４【方法３】CSVによる一括更新

①「利用状況調査・意向調査情報」を選択

②CSVを出力する。大字・小字で出力範囲を絞ることができる

２．利用状況調査結果の入力
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出力したCSVを開く。行ごとに筆情報が表示される（下の例では、赤枠の行が白石中央１丁目ー１の筆を意味する）

２－４【方法３】CSVによる一括更新
２．利用状況調査結果の入力
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・右にスクロールしていくと「利用状況調査日」「遊休農地の区分」の列があるので、ここに入力する。

・「遊休農地でない」は「６」を入力する。コード表は以下のとおり。※入力作業時、列の削除は不可（非表示は問題ない）

２－４【方法３】CSVによる一括更新
２．利用状況調査結果の入力
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一旦、全筆を「遊休農地ではない＝６」でコピー・ペーストして、遊休農地の筆は、後で上書き修正する方法が早い。

２－４【方法３】CSVによる一括更新
２．利用状況調査結果の入力



70

入力が完了したら、名前を付けて保存でCSV（コンマ区切り）（＊CSV）を選択する。
※Officeのバージョンによって「カンマ区切り」となっている場合は「カンマ区切り」を選択。

２－４【方法３】CSVによる一括更新 ２．利用状況調査結果の入力
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２－４【方法３】CSVによる一括更新

③「利用状況調査を取り込む」にチェック

④CSV取込後は、現在の入力内容が上書きされるため、
過去情報として別途保存しておきたい場合はチェック

⑤「CSVファイル取込」を押下

保存したCSVを取り込んで更新完了

２．利用状況調査結果の入力
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２－５（参考） CSV取込を行った際のエラーについて

取り込んだCSVファイルに
エラーがあると件数が表示
される。

エラー情報が空欄の農地は取
込が成功し、台帳情報が更新
されている。

本ケースでは、28番目の項目が未入力
のためエラーとなり、台帳情報が更新
されない。
（B列「連携用所在地キー」から数えて
28列目の項目が未入力）

２．利用状況調査結果の入力
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２－６（参考）利用状況調査結果の項目コード表

※利用状況調査日は必須入力。
入力していないと、CSVファイルでの取込
ができません。

２．利用状況調査結果の入力
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２－７（参考）利用意向調査結果・措置状況の項目コード表

※意向調査発出日
は必須入力。
入力していないと、
CSVファイルでの
取込ができません。

２．利用状況調査結果の入力



75

３．国籍情報の入力
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農地法３条（所有権移転）の許可をした場合や農地法３条の３の届出があった場合は所有権を取得した者の国籍を世帯員データ
に入力する。

３－１ 国籍情報の管理欄

①「世帯員データ」を開くと「国籍」欄
があるため、ここに国籍を入力

・所有者が法人の場合は設立国を本欄に
入力

・国籍をリストから選択。国籍を直接入
力すると先頭一致でリストを絞り込むこ
とも可能

②入力完了後「更新」を押下

４

「在留資格」も入力しておくのが良い

【既存所有者の国籍記録について】
毎年実施する住民基本台帳との照合に
より記録する

1

２

３．国籍情報の入力
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所有者が法人の場合、役員・使用人・主要株主等の氏名・住所・国籍等も入力する。

３－２ 役員・使用人・主要株主等の国籍の入力

「農家／法人経営データ」の
「法人役員・主要株主等」から入力

①「追加」を押下

②１行プラスされるので

③下段の欄に氏名、住所、国籍等を入力

④「更新」を押下1

２

３

４

【参考】

役員
理事、取締役、業務執行社員など

使用人
耕作等の事業の権限・責任を有する使用人

主要株主等
総議決権の５％以上を有する株主・出資者

３．国籍情報の入力



78

役員、使用人、主要株主等の入力欄について説明する。

３－２ 役員・使用人・主要株主等の国籍の入力

氏名・住所・国籍の３点は法定項目のた
め最低限入力する

【参考】
あらかじめ「法人情報」に総議決権数
を入力しておくと、議決権割合を自動
判定し、５％未満の株主・出資者は登
録から弾かれる。

・追加する役員等がすでに世帯員として登録されている場合
→「名簿」から検索して設定する

・未登録の場合→直接入力

３．国籍情報の入力
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４．eMAFF農地ナビに農地情報を公開する
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４－１ 農業委員会のタイミングで公開承認する方法

eMAFF農地ナビに農地情報を公開承認する方法は2パターンある。

（１）農業委員会等のタイミングで公開承認（２）毎日自動的に公開承認されるよう設定

※「システム管理者」のみが行える操作。

（１）農業委員会等のタイミングで公開承認

【補助機能】‐「公開/連携承認設定」を開く。
①赤枠「公開を承認する」にチェックを入れる。
②「更新」ボタンをクリック。
③下記メッセージが表示されるので、OKをク
リック。
※eMAFF農地ナビに承認結果が反映されるのは
翌日となる

③

①

②

４．eMAFF農地ナビに農地情報を公開する



81

４－２ 自動で公開承認されるよう設定する方法

（２）毎日自動的に公開承認されるよう設定

【補助機能】‐「公開/連携承認設定」を開く。
①赤枠「公開を自動で承認する」にチェックを
入れる。
②「更新」ボタンをクリック。
③下記メッセージが表示されるので、OKをク
リック。
※eMAFF農地ナビに承認結果が反映されるのは
翌日となる

③

①

②

４．eMAFF農地ナビに農地情報を公開する
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５．各種帳票の出力
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５－１ 耕作証明願を交付する

耕作証明のサンプル

５．各種帳票の出力

①種別は「耕作証明願」を選択

②申請人、代理人を「名簿」から検索 ③申請目的などを入力

④証明対象地をチェック

⑤帳票出力を押下
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５－２ 現況確認願（現況証明願）を交付する

現況確認願のサンプル

５．各種帳票の出力

②申請人、代理人を「名簿」から検索 ③申請目的などを入力

④証明対象地をチェック

⑤帳票出力を押下

①種別は「現況確認願」を選択
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５－３ 農地台帳を出力する ５．各種帳票の出力

①種別は農地台帳を選択

②検索条件を入力

③帳票出力を押下


